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ロボットコンテストとしての自然エネルギーを活用した発電システムの検証
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研究成果の概要：静岡大学工学部1年生の「ものづくり基礎実習」のまとめで行っているロボットコンテストの
テーマとして、浜松地域特有の自然エネルギーの「遠州の空っ風」を利用した簡易の風力発電システムを構築・
検証する。
風力発電のベースを身近な発電装置の代表である自転車のハブダイナモ付きホイールなどで作製し、実習用マイ
コン（Arduino Uno）で発電状況などのデータを収集して競うようなテーマを検証し、学生の興味や関心を高め
て実習用ロボットコンテストの充実を図る取り組みを行う研究である。

研究分野： 機能性色素材料に関する有機合成化学

キーワード： Arduino　風力発電　ロボットコンテスト

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
身近な発電装置の自転車のハブダイナモ付きホイールで装置を製作することにより、学生の興味を高めることが
でき、また大学のある浜松地域特有の自然エネルギーである「遠州の空っ風」を利用する事により、学生の関心
を高めることもできるので、実習のまとめとしてのロボットコンテストのテーマの充実が図れる。
その試作機を実際に製作し、加工の難易度を確かめて大学1年生が実施可能か検証することができた。実際にバ
ッテリーなどに充電するには時間がかかり過ぎで競技には向かないこともわかった。
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１．研究の目的 
 
近年の学生の理系離れや実験離れの対策として静岡大学工学部では、全学科新入生を対象と

した「ものづくり基礎教育」の実習（工学基礎実習・創造教育実習）を一年間にわたって行っ
ている。この実習では、実習のまとめとしてロボットコンテストを実施している。そのロボッ
トコンテストのテーマは、学生の興味や専門などを考慮して毎年検討しているが、同じような
テーマになりがちでマンネリ化しているのが現状である。 
 
 そこで、工学部の特定の学科の専門に偏らずに、また環境問題への関心の高まりから学生が
興味を持って取り組めるように、自然エネルギーによる簡易的な発電システムに関するロボッ
トコンテストのテーマを考案・検証する。 
 
 特に静岡大学工学部のある浜松市は、昔から北西から吹きつける強風を「遠州の空っ風」と
呼び共生してきて、現在では風力発電設備が多数設置されている。この浜松地域特有の自然エ
ネルギーである「遠州の空っ風」を利用した簡易的な発電システムに関するロボットコンテス
トのテーマを考案・検証し、ロボットコンテストのテーマの充実を図る事を目的とする。 
 
 
２．研究成果 
 
最初に実習で使用するマイコン（Arduino Uno）を用いてモータ等で発電された電力量を計測

できるシステムを構築した。このシステムには、INA219 モジュールを用いてブレッドボード上
で簡単な回路を組み、Arduino に接続して、電流・電圧の計測値を直接 Arduino に取り込み、
最終的に電力量を導くシステムを構築することができた。 
 
次に、風力発電のベースを身近な発電装置の代表である自転車のハブダイナモ付きホイール

にして、そのホイールに付ける風を受ける部分の大きさや形状が重要になることから、その風
を受ける部分に自由度を持たせて検討し、風力発電装置を試作・製作した。具体的には、L 型
アングルで土台を組み、ハブダイナモ付きホイールを取付けて、ABS 樹脂板で風を受ける羽を
切り出して、穴をあけてネジでホイールに固定して製作した。製作工程の難易度としては、ホ
イールに穴をあける工程が少し 1年生には難しいかもしれないが、直接指導しながら加工を行
えば可能なレベルだとわかった。 
 
上記の二つを組み合わせて、発電状況などのデータを実習で使用するArduino Unoで収集し、

タブレットなどを使って様々な手段で表示する風力発電システムの試作機を完成させた。この
発電量とデータ収集の正確さと表示手段のアイデアなどで競わせるロボットコンテストのテー
マを検証した結果、市販の計測機を使った発電量との比較なので正確さを数値化することがで
きた。アイデアについては、発想やデザイン性やユーモアなどを審査すればコンテストとして
も競技可能だとわかった。ただ発電量の競技については、実際にバッテリーを充電するとかな
りの充電時間が必要になり、実習授業の時間内にコンテストを行うことが難しいことがわかっ
た。 
 
このため、今後の課題としては、発電量の競技に関しては、適度な容量のコンデンサを充電

させるなどの別の工夫を検討する必要がある。また、2020 年度においては新型コロナウィルス
感染症拡大防止の観点から実習内容が大きく変更してしまったため実現させることができなか
ったが、今後、感染症の拡大が収まり平常時の実習内容に戻った時には、実際のロボットコン
テスト実習のテーマとして提案して、実践することにより、様々な問題点や課題を検証し、改
善していく必要がある。そうすることにより、当初の目的であるロボットコンテスト実習にお
ける学生の興味や関心を高めて、ロボットコンテスト実習の充実を図ることができたかの検証
が可能となる。 
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